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所在地　　協　　　和
所有者　　比田井　良嗣

天神城跡北尾根突端の古墳上に造立された像高63�、丸彫の石造金剛界大日如来である。

左胸部に万治２年（1659）大日如来、右胸部に５月□日、左ひざ部に天神林、と読みと

れるが、その他の刻字は読みとれない。円頂僧衣の地蔵型ではあるが、印相により大日如

来と判断できる。如来の持つ尊厳温和さをかなぐりすてた異様な雰囲気を持った、修験道

的感じの強い石仏である。

石仏が民衆により造立されるのは寛文時代以降であるが、この像は、それ以前の造像で

あって、貴重な遺産である。




